
長泉麗峰山の会・山行報告書                        文・写真   後藤 

山行番．  NO.2077 

日 時  2025 年 03 月 21 日（金）晴れ 

山 域  富士山・小富士（1906ｍ） 

コース  長泉 7:00-須走あざみライン除雪なし標高約 1100ｍ8:11-本来のゲート 8:35-グランドキャ

ニオン下部大堰堤 9:24-グランドキャニオン左岸-森林限界 11:31-小富士（昼食）12:28～ 

50-大堰堤-標高 1100ｍ14:56-長泉 16:30 

標高差  あざみライン登山口標高約 1100ｍ～小富士 1906ｍ＝標高差約 806ｍ 

難易度  非常に困難  困難  やや困難  レ普通  やや易しい  易しい 

小富士は大雪でワカン登山だった 

ど～が～ https://susono-reihou.babyblue.jp/00-67mp4.mp4 

参加者  後藤、勝又、峰田、伊藤＝4 名 

 

雪の小富士は初見 

 冬、車で籠坂峠に向かう途中、「小富士」はいつも正面に鎮座している。真っ白い大きな

雪肌を見事に晒している。周りは森林に覆われているのに、どうしていつもあそこは雪肌

なのか不思議に思う。結局、「風が強い」の結論だが、説得力に乏しい。 

 無雪期の小富士は、しばしば訪れる。しかし、積雪期はまだ上っていなかった。最近、

年齢を重ね先行きを考えると、「上っていない、初見の山」にそそられる。いくらイイ山で

も年中では食傷だ。 

 山名が気になった。約 10 万年前、現在の富士山土台の小（古）富士が大噴火。富士山は

次第に成長した。1 万年前の縄文時代の富士山は「ツイン・ピーク」だったという。従っ

て、小（古）富士は、富士山の「原点」といえるだろうか。 

 

 
標高約 1100ｍ                あざみライン 

 

 そんなことを巡らせ、あざみラインを進んだら、標高約 1100ｍで除雪がなく歩いた。積

雪は、ここ数年ない大雪だった。 



 本来のゲートは 30 分上だった。右手の疎林に分け入り、グランドキャニオン下の大堰堤

に出る。2022 年 10 月、ここで大きなバス事故があり 1 名が亡くなった。 

 

グランドキャニオン左岸は快適だった 

 大堰堤からグランドキャニオン左岸を上る。夏は右岸を上る。キャニオンを観察するな

ら右岸が良い。トレースは途中まであったが、突然なくなった。次第に雪が深くなった。

しかも、重たいベチャ雪で難儀。結局、耐え切れずワカンを装着した。 

グランドキャニオン上部から左に進むと、ようやく森林限界に達した。広大な富士山と 

 

 

グランドキャニオンと小富士（右） 

 

 
遂にワカンを装着 



小富士が並んでいた。小富士は、やっぱり小さく「子富士」だ。 

トップの M がストックも使わず元気に上って行く。彼女は、ここ3年義母の介護に明け暮

れ、山は全く上れなかった。昨年、その役目が終了し山に復帰した。 

ところが、3年のブランクを全く感じさせない上りっぷりだった。こんなことが一体ある

だろうか？これは、山への「パッション（情熱）」以外ない？！ 

 

 

小富士を上る 

 

 小富士は吹きっさらしで雪は深くなかった。相変わらず天気は安定していた。風も強く

なかった。広大な緩斜面でスキーに最適な地形だが、いかんせん雪が悪かった。今回も動

画を回した。 

 小富士山頂で遅い昼食。空腹で堪らなかった。カップラーメンを流し込んだ。連休だが

山には誰も居なかった。好天の連休で、こんな「地味な山」に来る輩はいないだろう。長

居せず下山。 

森林限界まで下ったら声がした。若いボーダーだった。これから小富士に上って滑るよ

うだ。何やらいろいろいっていたが、内容は良く分からなかった。 

ただ、「気を付けて下山して」と随分の気遣いだった。今回山で会った唯一の登山者だっ

た。腐れ雪に足を取られながら下山。あざみラインは、気温上昇で雪が溶けていた。雪の

小富士は終わった。                          （了）       


